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令和２年度「会津若松建設事務所設計時施工技術検討会」開催結果について 

令和 3 年 2 月 16 日 

会津若松建設事務所 

1. 検討会概要 
福島県では 7 つの生活圏を結ぶ県土の骨格を成す多極ネットワーク形成軸とした 6 本（南北 3

本、東西 3 本）の連携軸を位置付けている。 

南北軸のひとつである「会津軸」は会津縦貫北道路、会津縦貫南道路で形成された米沢～会津

～日光を結ぶ重要な路線であり、その整備により産業振興、地域づくり、持続可能な生活・交流

圏の拡大に加え、災害時の緊急輸送路として役割が期待されている。本路線は、供用済みの喜多

方 IC～若松北 IC を延伸するもので、自動車専用道路としての整備を計画中である。 

このうち、実施中である(仮)2 号橋および IC ランプ橋の橋梁詳細設計における施工計画案が、

現場条件に即した設計や工法等になっているか検討するため、現場経験豊富なアドバイザーを招

き設計時施工技術検討会を実施した。 

 

2. 設計委託の内容 
2.1 橋梁詳細設計  (仮)2 号橋（受注者：株式会社 長大） 

・橋梁上部工：L=40.7m、下部工：N=2 基（A1,A2）、仮設工等 

2.2 橋梁詳細設計  IC ランプ橋（受注者：パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

・橋梁上部工：L=24.5m、下部工：N=2 基（A1,A2）、仮設工等 

 

3. 検討会の内容 
3.1 (仮)2 号橋 

○ 橋梁の施工計画案について 

【主な検討内容】 

① A1 橋台施工用の工事用道路について、全体の工事手順の変更も想定した計画となっている

か。 

② 護岸施工時の仮締切工法および堤防上からの重機進入路が現場条件を適切に考慮した計画

となっているか。 

③ 仮設土留工が周辺状況、地質状況を適切に考慮した施工方法が選定されているか。 

 

3.2 IC ランプ橋 

○ 橋梁の施工計画案について 

【主な検討内容】 

① 掘削時の止水性を考慮した土留構造となっているか 

② 仮設材の打設方法に供用中の道路への近接施工への配慮がなされているか 

③ 河川条件の制約がある工程計画が妥当か 
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写真 1  検討会状況 

4. 主な検討結果 
4.1 (仮)2 号橋 

4.1.1 A1 橋台の工事用道路 

基本計画では、先行して整備される A1 橋台背面の工事用道路兼用の側道を利用して計画地へ

の資機材搬入を行うものとしている。 

全体施工計画の中で施工手順が前述と異なる場合の代替案について追加検討することとなっ

た。 

代替搬入路計画は、工事用道路兼用の側道整備より先に本橋の施工を行う必要が生じた場合を

想定して、起終点側でそれぞれ下記の経路を想定した。 

起点側（A1）：[市道高 3-10 号線] ⇒ [市道神 4-284 号線] ⇒ [市道町 4-283 号線] ⇒ [A1] 

終点側（A2）：[国道 49 号] ⇒ [市道神 4-109 号線] ⇒ [A1] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  搬入路代替案 
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4.1.2 護岸施工時の河川内進入路 

護岸施工時の河川内への進入方法について追加検討することとなった。 

基本計画では、河川内工事での重機・資材の搬入方法が不明瞭であったため、使用機材を想定

して施工箇所への進入方法を計画した。 

河川内には、左岸側、右岸側の現況河川法面より進入する。河川内作業で使用する重機は「バ

ックホウ 0.1m3級」を想定した計画を立案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  河川内進入路 

4.1.3 仮設土留工機種選定 

仮設土留工の工法選定について整理することとなった。 

橋台施工では鋼矢板による仮設土留工を計画しており、鋼矢板長 8.0m（A1）、8.5m（A2）、地

質条件は最大 N 値 75 の砂礫層が確認されていた。また、近接した民家はなく騒音・振動に対す

る配慮は不要と判断した。 

鋼矢板の施工にあたっては、「土木工事標準積算基準書」および「土木工事仮設計画ガイドブ

ック(Ⅰ)」より当該地の条件に合致する工法を選定した。 

以下に示す施工機械の選定資料より、本施工では「ウォータージェット併用 電動式・普通型

バイブロハンマ」を選定した。ウォータージェット併用工法は、地盤を緩める恐れがあるが、当

該地では下記の理由により適用に問題ないと判断した。 

・近接した民家等の構造物がないこと 

・橋台周辺は耕作地、未舗装道路、盛土堤防であり、影響があった場合でも復旧が容易である 
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図 3  施工機械選定資料 

4.2 IC ランプ橋 

4.2.1 掘削時の止水性を考慮した土留構造 

A1 橋台背面の仮土留壁および構造物掘削時の仮締切工を止水性を考慮した土留構造とするこ

ととなった。 

基本計画では、A1 橋台背面の仮土留壁および構造物掘削時の仮締切工を親杭横矢板としてい

たが、施工性および止水性の確保を目的として「鋼矢板」とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  仮土留壁の変更 
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4.2.2 仮設材の打設方法に供用中の道路への近接施工への配慮 

供用中の道路に近接する施工となる A1 橋台の仮土留工施工方法を再考することとなった。 

基本計画では、A1 橋台背面の仮土留工施工を地質調査結果より土留壁根入れ部となる Ag1 層

（N 値＝29）からウォータージェット併用油圧圧入工法としていたが、地盤の緩みを生じる恐れ

があることから、「油圧式・可変超高周波型バイブロハンマ工法」を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5  仮設材の打設方法選定資料 

4.2.3 河川条件の制約がある工程計画が妥当性 

A1 橋台一時施工での躯体構築日数の見直しを行い、工程表を精査することとなった。 

基本計画では、A1 橋台躯体構築日数を 20 日間としていたが、コンクリート打設後の養生期間

も考慮して 35 日間とし、工程表の見直しを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒35 日 
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